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要
請
書
を
手
渡
す
東
京
地
評

白
滝
副
議
長
（
写
真
左
）

中
央
憲
法
会
議
総
会
で
緊
急
署

名
の
取
組
強
化
を
決
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
下
、
憲
法
会
議
（
中
央
）

は
4
月
4
日
の
全
国
総
会
で
、

コ
ロ
ナ
と
の
た
た
か
い
が
憲
法

闘
争
と
位
置
づ
け
た
。

今
国
会
会
期
末
ま
で
た
た
か

い
の
正
念
場
だ
と
し
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
求
め
つ
つ
「
安
倍
9
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
改
憲
発
議
に
反
対

す
る
全
国
緊
急
署
名
」
を
広
げ

て
憲
法
審
査
会
で
の
自
民
党
改

憲
案
提
示
や
改
憲

発
議
を
許
さ
ず
、

桜
を
見
る
会
や
カ

ジ
ノ
疑
惑
等
の
追

及
と
一
体
に
た
た

か
う
こ
と
を
決
め

た
。

コ
ロ
ナ
を
口
実
に

し
た
安
倍
改
憲
の
策
動

1
、
総
会
が
位
置
づ
け
た
よ
う

に
、
安
倍
政
権
は
コ
ロ
ナ
問
題

に
乗
じ
、
緊
急
事
態
宣
言
等
に

絡
め
て
「
緊
急
事
態
条
項
」
を

口
実
に
改
憲
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。

2
、
安
倍
政
権
が
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
求
め
る
世
論
を
改
憲
論
議

の
追
風
に
し
た
動
き
は
、
1
月

末
か
ら
顕
在
化
し
て
続
い
て
い

る
。
直
近
の
動
き
で
は
、
衆
院

憲
法
審
査
会
の
新
藤
与
党
筆
頭

幹
事
が
3
月
19
日
に
幹
事
懇
談

会
を
提
案
し
、
4
月
3
日
に
は

国
会
議
員
に
多
数
の
感
染
者
が

出
る
恐
れ
を
訴
え
て
、
憲
法
に

定
め
る
「
国
会
の
定
足
数
」
等

を
テ
ー
マ
に
し
た
憲
法
審
査
会

の
開
催
を
野
党
に
迫
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
安
倍
首
相
は
4
月
7

日
、新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
の「
緊

急
事
態
宣
言
」
に
つ
い
て
報
告

す
る
衆
院
議
院
運
営
委
員
会
で

「
（
緊
急
時
に
）
国
家
や
国
民

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
、
国
難
を
乗
り
越
え
て
い
く

べ
き
か
、
そ
の
こ
と
を
憲
法
に

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
に

つ
い
て
は
極
め
て
重
く
大
切
な

課
題
」
と
発
言
し
、
憲
法
に
緊

急
事
態
条
項
を
創
設
す
る
議
論

を
憲
法
審
査
会
で
進
め
る
よ
う

呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
4
月
10

日
に
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
大
半
の
党
会
合
が
中
止
に
な

っ
た
中
で
、
自
民
党
憲
法
改
正

推
進
本
部
が
改
憲
論
議
に
取
組

む
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
会
合
し
、
約
50
人
が
出
席
。

そ
し
て
安
倍
首
相
は
5
月
3
日

改
憲
派
の
ウ
ェ
ブ
会
議
会
合
に

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、

緊
急
事
態
に
対
応
す
る
憲
法
議

論
を
進
め
よ
う
と
促
し
た
。

改
憲
4
項
目
の
一
つ
で
あ
る

緊
急
事
態
条
項
と
は

1
、
自
民
党
は
2
0
1
2
年
憲

法
改
正
草
案
で
緊
急
事
態
条
項

を
新
設
し
た
。
首
相
が
武
力
攻

撃
や
大
規
模
災
害
等
で
緊
急
事

態
を
宣
言
す
れ
ば
、
国
会
の
関

与
な
し
に
内
閣
が
法
律
と
同
じ

効
力
を
持
つ
政
令
を
制
定
で
き

る
よ
う
提
案
し
た
。
2
0
1
8

年
に
は
安
倍
首
相
が
主
導
し
た

「
改
憲
4
項
目
」
で
は
、
大
規

模
災
害
に
限
っ
て
国
民
の
権
利

を
一
時
的
制
限
や
国
会
議
員
の

任
期
延
長
が
で
き
る
よ
う
提
案

さ
れ
た
。

2
、
9
条
へ
の
自
衛
隊
明
記
と

と
も
に
、
改
憲
4
項
目
に
入
っ

た「
緊
急
事
態
条
項
」は
、「
大

地
震
そ
の
他
の
異
常
か
つ
大
規

模
な
災
害
」
で
「
国
会
に
よ
る

法
律
の
制
定
を
待
つ
い
と
ま
が

な
い
」
場
合
は
、
内
閣
は
政
令

を
制
定
で
き
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。内
閣
の
権
限
を
強
化
し
、

国
民
の
権
利
を
制
限
し
、
民
主

主
義
の
機
能
を
停
止
さ
せ
る
恐

れ
が
強
い
も
の
で
あ
る
。

3
、
し
か
し「
緊
急
事
態
条
項
」

は
乱
用
さ
れ
、
人
権
を
侵
害
し

言
論
抑
圧
に
つ
な
が
る
危
険
が

あ
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
48
条
の
「
大
統
領

非
常
権
限
」
が
乱
発
さ
れ
た
結

果
、
ナ
チ
ス
の
独
裁
政
権
に
道

を
開
い
た
等
の
世
界
の
歴
史
か

ら
も
明
ら
か
だ
。

世
論
は
安
倍
改
憲
に
反
対

1
、
4
月
の
世
論
調
査
で
は
、

憲
法
改
正
で
大
規
模
災
害
時
に

内
閣
権
限
を
強
め
個
人
の
権
利

を
制
限
で
き
る
緊
急
事
態
条
項

を
新
設
す
る
案
に
賛
成
51
％
、

反
対
47
％
だ
っ
た
。
改
憲
の
必

要
性
は「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」

も
含
め
61
％
が
肯
定
だ
が
、
安

倍
政
権
下
で
の
改
憲
は
反
対
58

％
、
賛
成
40
％
だ
っ
た
。

2
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
不
安

を
反
映
し
、
緊
急
事
態
条
項
に

対
し
て
は
国
民
の
賛
否
は
二
分

し
て
い
る
が
、
安
倍
改
憲
自
体

に
反
対
が
6
割
近
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
は
民
主
主
義
を

守
る
問
題

1
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
世
界
中

に
広
が
り
、
日
本
で
も
緊
急
事

態
を
宣
言
が
出
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
移
動
の
自
由
や
経
済
活

動
が
「
自
粛
」
等
で
制
限
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
民
主
主
義
社
会

の
基
盤
で
あ
る
基
本
的
人
権
の

根
幹
で
あ
り
、
む
や
み
な
制
限

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
感
染
か
ら
命

や
公
衆
衛
生
等
を
守
る
た
め
、

折
合
う
こ
と
も
必
要
だ
。

問
題
は
ど
ん
な
方
法
で
、
ど

こ
ま
で
権
利
を
制
限
す
る
か
で

あ
る
。
更
に
自
粛
等
で
権
利
制

限
さ
れ
る
国
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
か
否
か
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
コ
ロ
ナ
対
策
の
透

明
性
、
情
報
開
示
も
不
可
欠
と

な
る
。
そ
の
意
味
で
民
主
主
義

が
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

2
、
こ
う
し
た
点
は
、
ド
イ
ツ

の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
国
民
へ
の

語
り
か
け
に
表
れ
て
い
る
。「
開

か
れ
た
民
主
主
義
が
意
味
す
る

も
の
は
、
政
治
的
決
定
を
透
明

化
し
、
説
明
す
る
こ
と
、
で
き

る
限
り
、行
動
の
根
拠
を
示
し
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
」
「
私
た

ち
は
民
主
主
義
国
で
す
。
何
か

を
強
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
知

識
を
共
有
し
、
活
発
な
参
加
を

促
す
こ
と
で
繁
栄
し
ま
す
」

3
、
で
は
日
本
は
ど
う
か
。

非
常
時
に
は
行
政
の
権
限
を

よ
り
強
め
る
べ
し
と
の
意
見
も

あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
政
権

が
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
安
倍
政

権
は
国
民
の
反
対
を
押
切
っ
て

安
全
保
障
関
連
法
を
成
立
さ

せ
、
森
友
・
加
計
学
園
や
桜
を

見
る
会
の
問
題
で
は
国
民
の
疑

念
を
解
消
し
よ
う
と
し
な
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
我
々
が
国
民

と
し
て
ど
う
向
き
合
う
か
は
、

こ
れ
を
口
実
に
改
憲
し
よ
う
と

す
る
安
倍
政
権
の
策
動
を
阻
止

す
る
と
と
も
に
、
民
主
主
義
を

守
る
た
た
か
い
で
も
あ
る
。

金井弁護士

メーデー中央集会を締めくくった団結ガンバロー

新
型
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る

う
中
で
開
催
さ
れ
た
第
91
回
中

央
メ
ー
デ
ー
は
、
1
9
2
0
年

5
月
2
日
に
上
野
公
園
で
開
催

さ
れ
て
1
0
0
年
を
記
念
し
て

の
メ
ー
デ
ー
で
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
、代
々
木
公
園
も
封
鎖
さ
れ
、

急
遽
全
労
連
会
館
ホ
ー
ル
か
ら

ラ
イ
ブ
配
信
と
な
り
ま
し
た
。

開
始
時
間
の
遅
れ
な
ど
の
ハ

プ
ニ
ン
グ
は
あ
り
ま
し
た
が
、

4
カ
国
の
海
外
労
組
か
ら
の
連

帯
す
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

紹
介
さ
れ
、
メ
ー
デ
ー
1
0
0

年
の
歴
史
を
映
像
配
信
す
る
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛

に
負
け
な
い
メ
ー
デ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
中
の
チ
ャ
ッ

ト
に
よ
る
多
く
の
参
加
が
あ
り

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
感
が
広
が

り
ま
し
た
。

三
多
摩
メ
ー
デ
ー
も
映
像
配

信
を
行
い
ま
し
た
。

全
印
総
連
東
京
地
連
で
は
3

月
27
日
の
第
三
次
統
一
行
動
日

に
凸
版
印
刷
川
口
工
場
前
で
朝

・
昼
・
夕
3
回
の
組
織
拡
大
宣

伝
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
消
毒

用
品
や
マ
ス
ク
着
用
し
、
宣
伝

内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
の
行
動

で
し
た
。

朝
は
「
組
合
に
入
っ
て
働
き

や
す
い
職
場
を
作
ろ
う
」
の
横

断
幕
を
掲
げ
、
チ
ラ
シ
封
入
テ

ィ
ッ
シ
ュ
で
宣
伝
し
ま
し
た
。

昼
と
夕
方
に
は
宣
伝
カ
ー
か

ら
「
4
月
か
ら
正
社
員
と
非
正

規
雇
用
者
と
の
間
の
不
合
理
な

待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
」

「
三
六
協
定
締
結
ル
ー
ル
の
変

更
」
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
で
の
雇
止
め
防
止
」
と
共

に
、
労
働
組
合
も
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制
の
拡
充

や
仕
事
を
休
み
や
す
い
環
境
の

整
備
、中
小
企
業
支
援
の
拡
充
、

休
業
補
償
」
な
ど
を
要
求
し
て

い
る
こ
と
、
労
働
組
合
は
産
業

別
・
地
域
別
に
も
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
困
っ

た
と
き
に
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

労
働
組
合
に
相
談
し
て
ほ
し
い

と
訴
え
ま
し
た
。

行
動
は
の
べ
45
人
と
な
り
、

凸
版
印
刷
で
働
く
現
役
労
働
者

か
ら
「
本
日
の
川
口
工
場
前
街

宣
お
疲
れ
様
で
し
た
。
な
か
な

か
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し

た
」
と
メ
ー
ル
で
反
応
が
あ
り

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
工

場
の
労
働
者
の
出
入
り
は
少
な

い
状
況
で
し
た
が
、
朝
・
昼
・

夕
に
わ
た
る
横
断
幕
で
の
ア
ピ

ー
ル
と
昼
に
は
宣
伝
カ
ー
で
声

を
届
け
る
宣
伝
な
ど
で
計
2
0

0
枚
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
工
場
の

労
働
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

朝昼晩と工場労働者へ組合
加入を呼びかけた（3/27）

と
引
き
続
き
意
見
交
換
、
情

報
共
有
を
す
す
め
る
こ
と
を

確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

5
・
3
憲
法
集
会

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
集
会
中
継

5
月
3
日
、
「
許
す
な
！

安
倍
改
憲
発
議
！
平
和
と
命

と
人
権
を
！
5
・
3
憲
法
集

会
2
0
2
0
」
（
同
実
行
委

主
催
）
が
、
国
会
前
で
市
民

ら
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
す
る
形

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。学
者
、

文
化
人
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

弁
護
士
な
ど
が
挨
拶
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

【
首
長
選
挙
の
結
果
】

目
黒
区
長
選
挙

4
月
19
日
投
開
票
で
行
わ

れ
た
目
黒
区
長
選
挙
で
、
目

黒
区
労
連
、
東
京
地
評
が
推

薦
し
た
山
本
ひ
ろ
子
氏
は
、

2
6
、
9
0
8
票
（
得
票
率

は
35
・
55
％
）
を
獲
得
し
、

善
戦
健
闘
し
た
も
の
の
及
び

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
選
は
青

木
英
二
氏（
現
職
5
期
目
）。

福
生
市
長
選
挙

4
月
26
日
投
開
票
で
行
わ

れ
た
福
生
市
長
選
挙
で
、
西

多
摩
労
組
連
、
東
京
地
評
が

推
薦
し
た
牛
久
保
ま
ち
こ
氏

は
、
3
、
2
8
4
票
（
得
票

率
は
23
・
21
％
）を
獲
得
し
、

健
闘
し
た
も
の
の
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
選
は
加
藤
育

男
氏
（
現
職
4
期
目
）
。

★
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
連
し
て
、
対
策
や
相
談

窓
口
な
ど
の
一
覧
、
事
務

局
長
談
話
、
東
京
都
へ
の

要
請
文
を
東
京
地
評
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
覧

く
だ
さ
い
。
（http://

www.chihyo.jp/

）

改
憲
の
動
き
と
阻
止
の
闘
い

金
井
克
仁
弁
護
士

東
京
憲
法
会
議
幹
事
長

東
京
法
律
事
務
所

凸
版
印
刷
前
で
組
織
化
宣
伝

全
印
総
連
東
京
地
連

第
９１
回
メ
ー
デ
ー
中
央
・

三
多
摩
集
会
を
映
像
で
開
催


